
川崎市と京浜急行電鉄㈱との包括連携協定の締結 

あいと

●明治３１年に創設された関東初の電気鉄道である京浜急行電鉄㈱は、大師線を発祥の地とし、

川崎の産業や歴史的資産を活かした文化の発展に重要な役割を果たしてきた鉄道会社であ

り、平成３０年２月には、創立１２０周年を迎える。

●京浜急行電鉄㈱は、川崎と品川・横浜などの隣接拠点都市や羽田空港に直結し、東京圏の重

要なネットワークを有するとともに、京浜臨海部やライフサイエンス・環境分野の研究開発

機関が集積する殿町国際戦略拠点キングスカイフロントへ、鉄道のみならず、バス運行との

連携による公共交通ネットワークを形成している。

●また、平成２７年に策定した「京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針」に基づき、京急川

崎駅周辺地区のまちづくりの推進とともに、京急沿線地域および京浜臨海部のまちづくりを

進めるため京浜急行電鉄㈱との連携が重要である。

●以上のことをふまえ、

この度、両者で沿線の

まちづくりに関する方

向性が確認されたこと

から、産業や暮らしを

支える沿線の機能強化

やさらなる発展、地域

活性化の実現に向け、

川崎市と京浜急行電鉄

㈱が包括連携協定を締

結する。

資料１ 

１ 背景・目的 

交通 駅周辺のまちづくりと交通結節機能強化に関すること 

羽田空港や京浜臨海部の玄関口に位置する特性を活かしたまちづくりとともに、他の交通

機関との乗換え利便性の向上により、交通結節機能の強化に取り組みます。

交通 駅周辺のまちづくりと交通結節機能強化に関すること 

・京急川崎駅と新たに北改札が整備される JR 川崎駅との乗換え利便性や回遊性の向上に
取り組みます。

・産業道路駅前の交通広場を整備し、京浜臨海部等へのアクセス性の向上に取り組みます。

・新たに整備される羽田連絡道路を契機とした、羽田空港周辺とのアクセス性や回遊性の

向上に向けて、バスルート等の構築に協力して取り組みます。

・京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針に基づくまちづくりに連携して取り組みます。

・災害時における鉄道・駅利用者の帰宅困難対策に取り組みます。

・駅の改良、駅前広場や周辺の整備を推進し、駅利用者の利便性及び駅周辺環境の向上に

より親しまれる駅づくりに取り組みます。

産業 沿線の産業や観光等の発展に資するまちづくりに関すること 

・京浜臨海部や多摩川沿いの産業観光資源、沿線の文化・観光資源へのアクセスにおける

公共交通機関の利用促進に取り組みます。

・海外企業や新たな産業の発掘・発展を支える魅力的な沿線まちづくりに取り組みます。

・地元企業や京急沿線地域との協力体制の強化により、文化資源や観光資源を活かした付

加価値の高いイベントの開催などにより、更なる魅力を引出し、京急沿線地域の活性化

に取り組みます。

・川崎大師周辺などの歴史的な文化資源を活かすとともに、沿線都市の観光資源との連携

の視点も取り入れながら、京急沿線地域の活性化に取り組みます。

暮らし 誰もが暮らしやすいまちづくりに関すること 

・外国人居住者に加え、今後更なる増加が期待される海外からの観光客や研究者とその家

族などにわかりやすく、また、子育て世代や高齢者などにとって利用しやすいユニバー

サルデザイン等の積極的な導入により、誰もが快適で暮らしやすい環境の整備に取り組

みます。

・京急沿線地域の既存ストックや本線高架下の利活用などによる新たなにぎわいや交流空

間を創出し、地域と連携したまちの活性化を図ります。

・連続立体交差事業に伴う大師線地上部について、地域活性化等の視点を取り入れながら、

利活用を検討します。

・多摩川周辺の整備など親水空間の景観向上との連携を図り、訪れる楽しみやくらしやす

さを提供します。

３ 連携・協力の主な取組 

２ 連携・協力の基本的な事項 

産業 沿線の産業や観光等の発展に資するまちづくりに関すること 

地域の文化・観光資源や沿線企業との協力体制を強化し、さらなる地域や産業の活性化に

努めます。

暮らし 誰もが暮らしやすいまちづくりに関すること 

沿線整備をとおして交流機会を創出し、総合的に暮らしやすいまちづくりに取り組みます。


